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(57)【要約】
　本発明は、水相、および組成物の全重量に対して少なくとも２０重量％の油相を含む別
個の油中水型または水中油型エマルションから構成される化粧品組成物に関し；本組成物
は、イヌリン誘導体、リゾリン脂質、ポロキサマー、ポリプロピレングリコールブテス、
および硬化ヒマシ油の誘導体を含有する乳化系を含む。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　水相および別個の油中水型または水中油型相から構成される化粧品組成物であって、
　前記組成物が、イヌリン誘導体、リゾリン脂質、ポロキサマー、ポリプロピレングリコ
ールブテスおよび硬化ヒマシ油の誘導体を含有する乳化系を含み、
　前記油中水型または水中油型エマルションが、前記組成物の全重量に対して少なくとも
２０重量％の油相を含む、化粧品組成物。
【請求項２】
　グルコノラクトンおよび／または安息香酸ナトリウムをも含む、請求項１に記載の組成
物。
【請求項３】
　全体的な水相：油相比が、４０：６０から８０：２０の間であることを特徴とする、請
求項１または２に記載の組成物。
【請求項４】
　前記油相が、前記組成物の全重量の２０重量％から４０重量％、好ましくは、２５重量
％から３５重量％の含有量で存在することを特徴とする、請求項１から３のいずれか一項
に記載の組成物。
【請求項５】
　前記乳化系が、前記組成物の全重量の２重量％から１０重量％、好ましくは、３重量％
から７重量％の含有量で存在することを特徴とする、請求項１から４のいずれか一項に記
載の組成物。
【請求項６】
　前記イヌリン誘導体が、アルキルイソシアネート、好ましくは、ラウリルイソシアネー
トを有するイヌリンカルバモイルであり、好ましくは、前記誘導体が、ラウリルカルバミ
ン酸イヌリンであることを特徴とする、請求項１から５のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項７】
　前記ポリプロピレングリコールブテスが、次式（ＩＩ）
【化１】

［式中、ｘおよびｙは、同一でも異なってもよい、１から５０、好ましくは、１０から３
５の整数である］を満たすことを特徴とする、請求項１から６のいずれか一項に記載の組
成物。
【請求項８】
　前記ポリプロピレングリコールブテスが、ＰＰＧ－１２－ブテス－１６、ＰＰＧ－９－
ブテス－１２、ＰＰＧ－２６－ブテス－２６およびＰＰＧ－２８－ブテス－３５の中から
選ばれ、かつ／または前記硬化ヒマシ油の誘導体が、オキシエチレン化硬化ヒマシ油であ
り、好ましくは、２０モルから５０モルの間のエチレンオキシドを含むことを特徴とする
、請求項１から７のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項９】
　前記ポロキサマーが、次式（ＩＩＩ）
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【化２】

［式中、ｘおよびｙは、同一でも異なってもよい、１から５０、好ましくは、１０から３
５の整数である］を満たすことを特徴とする、請求項１から８のいずれか一項に記載の組
成物。
【請求項１０】
　前記リゾリン脂質が、次式
【化３】

［式中、Ｒは、脂肪酸鎖であり、特に、１０～２５個、好ましくは、１５～２０個の炭素
原子を含む脂肪酸鎖である］を有する、リゾホスファチジルコリンであることを特徴とす
る、請求項１から９のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１１】
　前記油相が、鉱油、植物油および合成油の中から選ばれる少なくとも１種の油を含むこ
とを特徴とする、請求項１から１０のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１２】
　少なくとも１種の抗起泡剤、好ましくは、シメチコンをも含むことを特徴とする、請求
項１から１１のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１３】
　ｐＨが約４．３＋／－０．３であることを特徴とする、請求項１から１２のいずれか一
項に記載の組成物。
【請求項１４】
　請求項１から１３のいずれか一項に記載の組成物を調製する方法であって、
　ａ）イヌリン誘導体、リゾリン脂質、ポロキサマー、ポリプロピレングリコールブテス
および硬化ヒマシ油の誘導体を、水、場合によっては、保存剤と混合して、水相を得るス
テップと；
　ｂ）前記油相を得るステップであって、特に、鉱油、植物油または合成油であり得る少
なくとも１種の油を有する前記油相を得るステップと；
　ｃ）ｂ）において得られた油相を、ａ）において得られた水相に投入して、前記エマル
ションを得るステップと
を含む、方法。
【請求項１５】
　請求項１から１３のいずれか一項に記載の化粧品組成物が、皮膚、眼および／または付
属器に塗布されることを特徴とする、皮膚、眼および／または付属器のメークアップ除去
、クリーニングおよび／またはケアの美容方法。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明の目的は、２つの別個の相、水相および油中水型（Ｗ／Ｏ）または水中油型（Ｏ
／Ｗ）相から構成される、特に局所適用のための化粧品組成物であり、本組成物は、ある
特定の乳化系を含み、前記Ｗ／Ｏエマルションは、組成物の全重量に対して少なくとも２
０重量％の油相を含む。本発明の他の目的は、特に、皮膚、眼および／または付属器のメ
ークアップ除去、クリーニングおよび／またはケアのための化粧品または皮膚科学分野に
おける、前記組成物の使用である。
【背景技術】
【０００２】
　２つの別個の相、特に、水相および油性化合物を含む相から構成される化粧品組成物は
（前記相は、互いに分離しており、静止状態で互いに乳化しない）、通常、用語「２相」
組成物と称される。これらは、静止状態で、片方の中にもう片方があるエマルションでは
なく、２相が別個であるという点で、エマルションと異なる。これらの２相組成物を使用
するためには、事前に振り混ぜてエマルションを形成し、このエマルションが、十分な品
質および安定性を有し、塗布される皮膚またはケラチン物質において、２相を均質に塗布
することを可能にすることを要する。静止状態で、前記相は、速やかに分離し、これらの
最初の状態に戻らなければならず、この現象は、「相分離」と称される。
【０００３】
　これらの使用後の２相の高速の相分離（または脱混合）は、２相組成物において必要と
される性質の１つである。様々な理由で、特に２相間の分離不良が、ユーザーにより審美
的でないものと認識されるため、高速の相分離を得ることが望ましい。しかし、振り混ぜ
た時に、２相混合物の油相において泡を形成せずに、優れた相分離を与えることができる
相分離剤を見出すことは困難である。泡のこうした形成は、ユーザーには容認できない。
【０００４】
　さらに、典型的な２相組成物の場合、組成物を振り混ぜた後、必ずしもエマルションは
形成されず、これによって、メークアップ除去が不満足なものとなり、皮膚またはケラチ
ン物質上に油脂性の残留物を残すことになる。
【発明の概要】
【０００５】
　したがって、振り混ぜた後ならびにエマルションの即時かつ一時的な形成の後、泡を形
成せずに速やかに２相に分離する、２つの別個の不混和性相から構成される２相組成物の
必要性が依然としてある。準備のために振り混ぜた後、このような２相組成物はまた、皮
膚またはケラチン物質上に油脂性の残留物を形成することなく、組成物の塗布および効率
的なメークアップ除去を可能にする一時的なエマルションを形成しなければならない。
【０００６】
　驚くべきことに、本出願人は、振り混ぜている間、油相中で泡を形成せずに、必要とさ
れる性質を有する、すなわち、使用後に透明な２相に速やかに分離する２相配合物を開発
した。この配合物によって、振り混ぜた後、一時的なエマルションを形成し、油脂性の残
留物を残さずに、効率的なメークアップ除去が可能になる。
【０００７】
　したがって、本発明の目的は、水相および別個の油中水型または水中油型相から構成さ
れる化粧品組成物であり、本組成物は、イヌリン誘導体、リゾリン脂質、ポロキサマー、
ポリプロピレングリコールブテス（polypropylene glycol buteth）および硬化ヒマシ油
の誘導体を含有する乳化系を含み、油中水型または水中油型エマルションは、組成物の全
重量に対して少なくとも２０重量％の油相を含む。
【０００８】
　本発明による化粧品組成物は、２つの別個の相、水相および油中水型または水中油型相
から構成され、振り混ぜることにより容易に乳化し、振り混ぜるのを止めた後、相分離が
容易に起こる。
【０００９】
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　本発明による組成物は、局所適用を好ましくは目的とする。
【００１０】
　本発明による組成物は、別個の油中水型または水中油型エマルションおよび水相を含む
。これらの２相は別個であり、すなわち、これらは、静止状態の場合、片方の上にもう片
方があるように見ることができる。これらはまた、静止状態で透明である。相のそれぞれ
は、着色されても無色でもよい。振り混ぜた後、そのような組成物は、使用の準備ができ
ている一時的な水中油型相を形成する。
【００１１】
　本発明による組成物は、油中水型または水中油型エマルション中に存在する油相を含む
。この油相は、組成物の全重量の少なくとも２０重量％に等しい量で存在する。
【００１２】
　本発明による組成物はまた、本組成物（すなわち、水相自体、および油中水型または水
中油型エマルションの水相）中に存在する水相全体に対応する全体的な水相を含む。好ま
しくは、全体的な水相：油相比は、４０：６０から８０：２０である。これらの比の範囲
内で、行われた試験では、特に、Ｄ＋２で周囲温度で、安定した組成物を示す。
【００１３】
　本発明による組成物の油中水型または水中油型相エマルション相は、組成物の全重量に
対して少なくとも２０重量％の油相を含む。好ましくは、油相は、組成物の全重量の２０
重量％から４０重量％、好ましくは、２５重量％から３５重量％の含有量で存在し、好ま
しくは、約３０重量％である。
【００１４】
　本発明による組成物はまた、イヌリン誘導体、リゾリン脂質、ポロキサマー、ポリプロ
ピレングリコールブテスおよび硬化ヒマシ油の誘導体を含む乳化系を含む。
【００１５】
　この特定の乳化系は、耐容性があり、効率的なメークアップ除去を可能にし、保湿を高
め、泡の形成を防ぎ、得られたエマルションを安定化させる。これはまた、本発明による
組成物を冷却状態で調製することも可能になる。
【００１６】
　特に、ポロキサマーは、比較例において後で実証するとおり、他の乳化剤の場合とは異
なり、泡の形成を防ぐという点で特に驚くべきことである。さらに、ポリプロピレングリ
コールブテスおよび硬化ヒマシ油の誘導体の存在は、油中水型エマルションを安定化させ
、このエマルションおよび水相の間で優れた相分離をもたらす。
【００１７】
　好ましくは、乳化系は、組成物の全重量の２重量％から１０重量％、好ましくは、３重
量％から７重量％の含有量で、本発明による組成物中で存在する。
【００１８】
　好ましくは、イヌリンの誘導体は、アルキル（好ましくは、ラウリル）イソシアネート
を有するイヌリンカルバモイルであり、好ましくは、前記誘導体は、ラウリルカルバミン
酸イヌリンである。ラウリルカルバミン酸イヌリンは、次式（Ｉ）
【００１９】
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【化１】

［式中、ｘは、２から６５の間、好ましくは、２０から６５の間の整数であり、Ｒは、ヒ
ドロキシメチル基である］を満たす。
【００２０】
　２５重量％の含有量のラウリルカルバミン酸イヌリンは、Ｇｏｖａ　Ｇｒｏｕｐによっ
てＩｎｕｔｅｃ　ＳＬ１（登録商標）という商品名で、特に、７５重量％のグリセリンの
形態で市販されている。
【００２１】
　ポリプロピレングリコールブテスは、次式（ＩＩ）
【００２２】
【化２】

［式中、ｘおよびｙは、同一でも異なってもよい、１から５０、好ましくは、１０から３
５の整数である］を満たす、ブチルアルコールのポリオキシプロピレン、ポリオキシエチ
レンエーテルである。
【００２３】
　好ましくは、ポリプロピレングリコールブテスは、ＰＰＧ－１２－ブテス－１６（式（
ＩＩ）中、ｘ＝１２であり、ｙ＝１６である）、ＰＰＧ－９－ブテス－１２（式（ＩＩ）
中、ｘ＝９であり、ｙ＝１２である）、ＰＰＧ－２６－ブテス－２６（式（ＩＩ）中、ｘ
＝２６であり、ｙ＝２６である）およびＰＰＧ－２８－ブテス－３５（式（ＩＩ）中、ｘ
＝２８であり、ｙ＝３５である）の中から選ばれる。
【００２４】
　好ましくは、硬化ヒマシ油の誘導体は、好ましくは、２０モルから５０モルのエチレン
オキシドを含むオキシエチレン化硬化ヒマシ油である。より好ましくは、前記誘導体は、
ＰＥＧ－３０硬化ヒマシ油またはＰＥＧ－４０硬化ヒマシ油である。
【００２５】
　好ましくは、ＰＰＧ－２６－ブテス－２６およびＰＥＧ－４０硬化ヒマシ油の混合物が
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用いられる。より好ましくは、６０重量％から６５重量％のＰＰＧ－２６－ブテス－２６
、ならびに３５重量％から４０重量％のＰＥＧ－４０硬化ヒマシ油の混合物が用いられ、
好ましくは、Ｓｅｎｓｉｅｎｔ　Ｃｏｓｍｅｔｉｃ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｉｅｓによって
Ｓｏｌｕｂｉｌｉｓａｎｔ　ＬＲＩ（登録商標）という商品名で販売されているものが用
いられる。
【００２６】
　ポロキサマーは、３つのブロックを有し、通常、ポリプロピレングリコールの疎水性の
中心ブロック、およびポリエチレングリコールの外側の２つの親水性ブロックを有する、
非イオン性コポリマーである。これらは、次式（ＩＩＩ）
【００２７】
【化３】

［式中、ｘ、ｙおよびｚは、同一でも異なってもよい、１から５０の間、好ましくは、１
０から３５の間の整数である］を満たす。
【００２８】
　ポロキサマーは、特に、Ｐｌｕｒｏｎｉｃ（ＢＡＳＦ）Ｋｏｌｌｉｐｈｏｒ（ＢＡＳＦ
）およびＳｙｎｐｅｒｏｎｉｃ（Ｃｒｏｄａ　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ）という名称
で販売されている。ポロキサマーは、好ましくは、ポロキサマー１８４（式（ＩＩＩ）中
、ｘ＝ｚ＝１３であり、ｙ＝３０である）であり、ＢＡＳＦによってＰｌｕｒａｃａｒｅ
（登録商標）Ｌ６４という名称で販売されているものまたはＣｒｏｄａによってＳｙｎｐ
ｅｒｏｎｉｃ　ＰＥ　Ｌ６４という名称で販売されているものなどである。
【００２９】
　リゾリン脂質は、特に、加水分解により１つまたは複数のアシル基を失っているリン脂
質をいう。本発明による組成物において用いられるリゾリン脂質は、次式
【００３０】

【化４】

［式中、Ｒは、脂肪酸鎖であり、特に、１０～２５個、好ましくは、１５～２０個の炭素
原子を含む、脂肪酸鎖である］を有する、リゾホスファチジルコリンである。
【００３１】
　本発明による組成物において用いられるリゾリン脂質は、好ましくは、ダイズ種子に由
来する。好ましくは、そのＩＮＣＩ名は、ダイズ種子エキス（glycine soybean seed ext
ract）である。好ましくは、ＫｅｍｉｎよってＬｙｓｏｆｉｘ　Ｌｉｑｕｉｄ（登録商標
）という商品名で販売されている、グリセリン８０重量％およびダイズ種子エキス２０重
量％の混合物が用いられる。
【００３２】
　好ましくは、ポロキサマーの量は、リゾリン脂質の量に等しい。好ましくは、乳化系の
イヌリン誘導体：リゾリン脂質：ポロキサマー：ポリプロピレングリコールブテス：酸化
ヒマシ油誘導体比は、約（０．３０～０．４０）：（０．９０～１．１０）：（０．９０
～１．１０）：（０．８０～０．９０）：（０．５０～０．６５）であり、好ましくは、
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約０．３６：１：１：０．８６：０．５７である。
【００３３】
　好ましくは、本組成物はまた、グルコノラクトンおよび／または安息香酸ナトリウムを
含む。かかる化合物は、効率的な保存剤であり、化粧品において許容される。好ましくは
、本組成物は、グルコノラクトン、安息香酸ナトリウムおよびグルコン酸カルシウムの混
合物を含む。このような混合物は、特に、ＬｏｎｚａによってＧｅｏｇａｒｄ　Ｕｌｔｒ
ａ（登録商標）という名称で販売されている。好ましくは、グルコノラクトンおよび／ま
たは安息香酸ナトリウム、場合によっては、グルコン酸カルシウムは、０．５重量％から
３重量％までの様々な量で存在する。
【００３４】
　本発明による組成物の油相は、鉱油、植物油または合成油を含めた、いくつかの油から
構成することができる。
【００３５】
　本発明の好ましい一実施形態によれば、油相は、鉱物または合成起源の炭化水素系油お
よびシリコーン油の中から選ばれる１種もしくは複数の油を含む。より詳細には、油相は
、鉱物または合成起源の揮発性炭化水素系油および揮発性シリコーン油の中から選ばれる
１種もしくは複数の揮発油を有利には含有する。
【００３６】
　炭化水素系油は、炭素および水素原子、場合により酸素、窒素原子から本質的に形成さ
れ、または構成され、かついかなるケイ素またはフッ素原子をも含有しない油であり；こ
れは、エステル、エーテル、アミンまたはアミド基を含有することができる。
【００３７】
　鉱物または合成起源の揮発性炭化水素系油の中でもとりわけ、Ｃ８～Ｃ１６中のイソア
ルカン（イソパラフィンとも呼ばれる）、例えば、イソドデカン、イソデカン、イソヘキ
サデカンなど、例えば、Ｅｘｘｏｎ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　ｃｏｍｐａｎｙによってＩｓｏ
ｐａｒという商品名で販売されているイソアルカンまたはＰｒｅｓｐｅｒｓｅ　ｃｏｍｐ
ａｎｙによってＰｅｒｍｅｔｈｙｌという商品名で販売されている油、およびそれらの混
合物などを挙げることができる。
【００３８】
　鉱物または合成起源の不揮発性炭化水素系油の中でもとりわけ、ペトロラタム油、水素
化ポリイソブテン、例えば、Ｐａｒｌｅａｍ（登録商標）油など、およびそれらの混合物
を挙げることができる。
【００３９】
　シリコーン油は、少なくとも１個のケイ素原子を含有する油、特に、Ｓｉ－Ｏ基を含有
する油を意味する。シリコーン油は、不揮発性シリコーン油、揮発性シリコーン油および
それらの混合物の中から選ぶことができる。
【００４０】
　揮発性シリコーン油の例には、特に、シクロポリジメチルシロキサン（ＩＮＣＩ名シク
ロメチコン）、例えば、シクロペンタシロキサン、シクロメチルヘキサシロキサン、オク
タメチルシクロテトラシロキサン、デカメチルシクロペンタシロキサン、ドデカメチルシ
クロヘキサシロキサンなど；直鎖シリコーン、例えば、ヘプタメチルヘキシルトリシロキ
サン、ヘプタメチルオクチル－トリシロキサン、ヘキサメチル－ジシロキサン、オクタメ
チルトリシロキサン、デカメチルテトラシロキサン、ドデカメチルペンタシロキサン、お
よびそれらの混合物などが含まれる。
【００４１】
　不揮発性シリコーン油の中でもとりわけ、ポリジメチルシロキサン（ＰＤＭＳ）、フェ
ニル化ポリメチルシロキサン、例えば、フェニルトリメチコン、フェニルジメチコン、フ
ェニルトリメチルシロキシジフェニルシロキサン、ジフェニル－ジメチコン、ジフェニル
メチルジフェニルトリシロキサン、２－フェニルエチルトリメチル－シロキシシリケート
、およびポリメチルフェニルシロキサン；脂肪酸、脂肪アルコールまたはポリオキシアル



(9) JP 2019-510065 A 2019.4.11

10

20

30

40

50

キレンによって修飾されたポリシロキサン、ならびにそれらの混合物などを挙げることが
できる。
【００４２】
　本発明による組成物において用いることができる植物油または合成油の中でもとりわけ
、例えば、
・　植物起源の炭化水素系油、例えば、４から１０個の炭素原子を含有する脂肪酸の液体
トリグリセリド、例えば、ヘプタン酸またはオクタン酸のトリグリセリドなど、またはや
はり、例えば、ヒマワリ油、トウモロコシ油、ダイズ油、カボチャ油、ブドウ種子油、ゴ
マ油、ヘーゼルナッツ油、杏仁油、マカデミア油、アララ油、コリアンダー油、ヒマシ油
、アボカド油、カプリル酸／カプリン酸のトリグリセリド、Ｓｔｅａｒｉｎｅｒｉｅｓ　
Ｄｕｂｏｉｓ　ｃｏｍｐａｎｙによって販売されるものまたはＤｙｎａｍｉｔ　Ｎｏｂｅ
ｌ　ｃｏｍｐａｎｙによってＭｉｇｌｙｏｌ　８１０、８１２Ｎおよび８１８という商品
名で販売されているものなど、ホホバ油またはシア脂油；
・　合成エステルおよびエーテル、特に、脂肪酸の合成エステルおよびエーテル、例えば
、式Ｒ１ＣＯＯＲ２およびＲ１ＯＲ２（式中、Ｒ１は、８から２９個の炭素原子を含む脂
肪酸の残基を表し、Ｒ２は、３から３０個の炭素原子を含有する、分枝または非分枝の炭
化水素鎖、例えば、ピュアセリン油、イソノナン酸イソノニル、ミリスチン酸イソプロピ
ル、パルミチン酸イソプロピル、パルミチン酸エチル－２－ヘキシル、ステアリン酸オク
チル－２－ドデシル、エルカ酸オクチル－２－ドデシル、イソステアリン酸イソステアリ
ルなど；ヒドロキシル化エステル、例えば、乳酸イソステアリル、ヒドロキシステアリン
酸オクチル、ヒドロキシステアリン酸オクチルドデシル、リンゴ酸ジイソステアリル、ク
エン酸トリイソセチル、脂肪アルコールのヘプタノエート（heptanoate）、オクタノエー
ト（octanoate）、デカノエート（decanoate）など；ポリオールエステル、例えば、ジオ
クタン酸プロピレングリコール、ジヘプタン酸ネオペンチルグリコールおよびジイソノナ
ン酸ジエチレングリコールなど；ペンタエリスリトールエステル、例えば、テトライソス
テアリン酸ペンタエリスリチルなど；およびヤシアルコールエステルのカプリル酸および
カプリン酸（（カプリル酸／カプリン酸）ヤシアルキル）との混合物ならびにヤシのアル
カン、例えば、Ｇｒａｎｔ　ＩｎｄｕｓｔｒｉｅｓによってＶｅｇｅｌｉｇｈｔ　１２１
４ＬＣ（登録商標）という名称で販売されている、ＩＮＣＩ名ヤシアルカン（および）（
カプリル酸／カプリン酸）ヤシアルキルとの混合物を挙げることができる。
【００４３】
　好ましくは、油相は、少なくとも１種の揮発油、好ましくは、イソヘキサデカンを含む
。好ましくは、油相は、少なくともカプリル酸／カプリン酸のトリグリセリドおよび／ま
たはヤシアルコールエステルのカプリル酸およびカプリン酸（（カプリル酸／カプリン酸
）ヤシアルキル）との混合物ならびにヤシアルカンを含む。
【００４４】
　好ましくは、本組成物はまた、少なくとも１種の抗起泡剤、好ましくは、シメチコンを
も含む。このような薬剤は、特に、Ｘｉａｍｅｔｅｒ　ＡＣＰ－１５００　Ａｎｔｉｆｏ
ａｍ　Ｃｏｍｐｏｕｎｄ（登録商標）という名称で販売されている。
【００４５】
　本組成物の浸透圧が、涙の浸透圧と類似であるように、本組成物はまた、相分離に対し
て効果を及ぼさないが、アイメークアップ除去組成物において添加物として用いられる、
塩、例えば塩化ナトリウムなど、を含むこともできる。塩の量は、例えば、組成物の全重
量の０．０１～５重量％、好ましくは、０．０１～３重量％、さらに良好には、０．０５
～２重量％まで変わり得る。
【００４６】
　本発明による組成物の水相は、水および任意の水溶性のまたは水分散性の添加物を含む
。用いられる水は、無菌の脱塩水および／またはフローラルウォーター、例えば、バラ水
、ブルーベリー水、カモミール水またはリンデン水など、および／または天然の熱水また
は鉱泉水、例えば、ヴィッテル（Vittel）水、ヴィシベイシン（Vichy basin）水、ユリ
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アージュ（Uriage）水、ロッシュポゼ（Roche Posay）水、ブルブール（Bourboule）水、
アンギャン－レ－バン（Enghien-les-Bains）水、サン－ジェルヴェ－レ－バン（Saint G
ervais-les-Bains）水、ネリ－レ－バン（Neris-les-Bains）水、アルヴァール－レ－バ
ン（Allevar-les-Bains）水、ディニュ（Digne）水、メジエール（Maizieres）水、ネイ
ラック－レ－バン（Neyrac-les-Bains）水、ロン－ル－ソーニエ（Lons-le-Saunier）水
、オー－ボンヌ（Eaux Bonnes）水、ロシュフォール（Rochefort）水、サン－クリスト（
Saint Christau）水、フュマード（Fumades）およびテルシ－レ－バン（Tercis-les-bain
s）水、アヴェンヌ（Avene）水などであり得る。
【００４７】
　水溶性添加物の中でもとりわけ、特に、ポリオール、例えば、グリセリンなどおよびグ
リコール、例えば、ヘキシレングリコール、ポリエチレングリコールおよびポリプロピレ
ングリコールなどを挙げることができる。ポリオールは、組成物の全重量に対して０．０
１から１０重量％、好ましくは、０．０５から８重量％までの様々な量で存在することが
できる。本発明の好ましい一実施形態によれば、本組成物は、少なくとも１種のポリオー
ル、好ましくはグリセリンを含む。
【００４８】
　本発明による組成物はまた、２相のうちの１つに、これらの親水性のまたは親油性の性
質に応じて、例えば、活性がある化粧用薬剤（cosmetic agent）、香料、着色剤、軟化剤
、緩衝液、湿潤剤、ＵＶフィルター（または日光フィルター）、ｐＨ調整剤（例えば、ク
エン酸または水酸化ナトリウムなど）、およびそれらの混合物などの従来の化粧品アジュ
バントまたは添加物を含有することもできる。
【００４９】
　好ましくは、本発明による組成物は、ｐＨが約４．３＋／－０．３である。本組成物が
、グルコノラクトンおよび／または安息香酸ナトリウムを含む場合、これらの化合物は、
低ｐＨで有効である。したがって、好ましくは、ｐＨ約４．３＋／－０．３は、皮膚の耐
性を維持しながら、保存剤の効率を維持することができる。
【００５０】
　軟化剤の中でもとりわけ、特に、アラントイン、ビサボロール、プランクトンおよびい
くつかの植物抽出物、例えば、バラ抽出物およびスイートクローバー抽出物などを挙げる
ことができる。
【００５１】
　使用することができる有効成分は、本組成物の最終目的に依存する。本発明による組成
物において用いることができる有効成分の中でも、特に、皮膚ケア用組成物の場合におい
ては、例えば、酵素（例えば、ラクトペルオキシダーゼ（lactoperoxydase）、リパーゼ
、プロテアーゼ、ホスホリパーゼ、セルラーゼ）；フラボノイド、例えば、イソフラボン
；保湿剤、例えば、タンパク質加水分解物など；ヒアルロン酸ナトリウム；プロシアニド
ールオリゴマー（procyanidolic oligomer）；ビタミン、例えば、ビタミンＡ（レチノー
ル）、ビタミンＥ（トコフェロール）、ビタミンＣ（アスコルビン酸）、ビタミンＢ５（
パンテノール）、ビタミンＢ３（ナイアシンアミド）、これらのビタミンの誘導体（特に
、エステル）などおよびそれらの混合物；尿素；カフェイン；色素脱失剤、例えば、コウ
ジ酸、ヒドロキノンおよびコーヒー酸；サリチル酸およびそれらの誘導体；α－ヒドロキ
シ酸、例えば、乳酸およびグリコール酸ならびにそれらの誘導体など；レチノイド、例え
ば、カロテノイドおよびビタミンＡの誘導体など；ヒドロコルチゾン；メラトニン；藻類
抽出物（例えば、微細藍藻類（blue micro-algae）の抽出物またはサリコニア抽出物）、
キノコ、植物、酵母、細菌の抽出物；ステロイド；活性がある抗菌剤、例えば、２，４，
４’－トリクロロ－２’－ヒドロキシジフェニルエーテル（またはトリクロサン）、３，
４，４’－トリクロロカルバニリド（またはトリクロカルバン）；テンソル剤；セラミド
；および精油を挙げることができる。
【００５２】
　特に、日光からの保護として意図される場合、本発明による組成物中にＵＶフィルター
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を含有してもよい。特に、これらのフィルターは、有機フィルターであり得、活物質の量
は、組成物の全重量に対して、活物質０．０１から２０重量％まで、好ましくは、０．１
から１５重量％まで、さらに良好には、０．２から１０重量％まで変わり得る。
【００５３】
　本発明による組成物に添加することができるＵＶ－Ａおよび／またはＵＶ－Ｂにおいて
活性がある有機フィルターの例の中でも、例えば、スルホン官能基誘導体、例えば、ベン
ジリデンカンファー、ベンゾフェノンまたはフェニルベンゾイミダゾールのスルホン化誘
導体など、より具体的には、ベンジリデンカンファーの誘導体、例えば、ＣＨＩＭＥＸ　
ｃｏｍｐａｎｙにより「ＭＥＸＯＲＹＬ　ＳＸ」という名称で作られたベンゼン１，４［
ジ（３－メチリデン－カンファー１０－スルホン）］酸（ＩＮＣＩ名テレフタリリデンジ
カンフルスルホン酸）、ＣＨＩＭＥＸ　ｃｏｍｐａｎｙにより「ＭＥＸＯＲＹＬ　ＳＬ」
という名称で作られた４’－スルホ３－ベンジリデンカンファー（ＩＮＣＩ名ベンジリデ
ンカンフルスルホン酸）、２－［４－（カンホメチリデン）フェニル］、ベンゾイミダゾ
ール－５－スルホン酸、ＭＥＲＣＫ　ｃｏｍｐａｎｙによってＥＵＳＯＬＥＸ　２３２と
いう名称で市販されているフェニルベンゾイミダゾールスルホン酸（ＩＮＣＩ名フェニル
ベンゾイミダゾールスルホン酸）；パラアミノ安息香酸の誘導体；サリチル酸誘導体、例
えば、Ｈａａｒｍａｎｎ　ａｎｄ　ＲｅｉｍｅｒによってＮＥＯ　ＨＥＬＩＯＰＡＮ　Ｏ
Ｓという商品名で販売されているサリチル酸エチルヘキシル；ジベンゾイルメタンの誘導
体、例えば、特に、Ｈｏｆｆｍａｎｎ　Ｌａ　ＲｏｃｈｅによってＰＡＲＳＯＬ　１７８
９という商品名で市販されているブチルメトキシジベンゾイルメタン；ケイ皮酸誘導体、
特に、Ｈｏｆｆｍａｎｎ　Ｌａ　ＲｏｃｈｅによってＰＡＲＳＯＬ　ＭＣＸという商品名
で販売されている、例えば、メトキシケイヒ酸エチルヘキシルなど；β，β’－ジフェニ
ルアクリル酸の誘導体、例えば、ＢＡＳＦ　ｃｏｍｐａｎｙによってＵＶＩＮＵＬ　Ｎ５
３９という商品名で販売されているオクトクリレン（２－エチルヘキシルα－シアノ－β
，β－ジフェニルアクリル酸）など；ベンゾフェノンの誘導体、例えば、ＢＡＳＦによっ
てＵＶＩＮＵＬ　４００という商品名で販売されているベンゾフェノン－１、ＢＡＳＦに
よってＵＶＩＮＵＬ　Ｄ５０という商品名で販売されているベンゾフェノン－２、ＢＡＳ
ＦによってＵＶＩＮＵＬ　Ｍ４０という商品名で販売されているベンゾフェノン－３また
はオキシベンゾン、ＢＡＳＦによってＵＶＩＮＵＬ　ＭＳ４０という商品名で販売されて
いるベンゾフェノン－４；ベンジリデンカンファーの誘導体、例えば、ＭＥＲＣＫによっ
てＥＵＳＯＬＥＸ　６３００という商品名で販売されている４－メチルベンジリデンカン
ファーなど；フェニルベンゾイミダゾールの誘導体、例えば、Ｈａａｒｍａｎｎ　ａｎｄ
　ＲｅｉｍｅｒによってＮＥＯ　ＨＥＬＩＯＰＡＮ　ＡＰという商品名で販売されている
ベンゾイミダジレート（Benzimidazilate）；トリアジンの誘導体、例えば、ＣＩＢＡ　
ＧＥＩＧＹによってＴＩＮＯＳＯＲＢ　Ｓという商品名で販売されているアニソトリアジ
ン（Anisotriazine）および特に、ＢＡＳＦによってＵＶＩＮＵＬ　Ｔ１５０という商品
名で販売されているエチルヘキシルトリアゾン；フェニルベンゾトリアゾールの誘導体、
例えば、Ｒｈｏｄｉａ　ＣｈｉｍｉｅによってＳＩＬＡＴＲＩＺＯＬＥという商品名で販
売されているドロメトリゾールトリシロキサンなど；アントラニル誘導体、例えば、Ｈａ
ａｒｍａｎｎ　ａｎｄ　ＲｅｉｍｅｒによってＮＥＯ　ＨＥＬＩＯＰＡＮ　ＭＡという商
品名で販売されているアントラニル酸メンチルなど；イミダゾリンの誘導体；ベンザルマ
ロネートの誘導体；およびそれらの混合物を挙げることができる。
【００５４】
　前述の組成物は、単一のコンパートメントを有するフラスコ中で、公知の方式で適切な
状態にすることができる。次いで、ユーザーは、綿パッド上で内容物を注ぐ前にフラスコ
を振り混ぜる必要がある。また、組成物の２相を、分布の時間でこれらを混合するよう設
計されている系によって、同じフラスコ内で２つの独立したコンパートメントに添加する
ということも可能であろう。
【００５５】
　本発明による組成物は、任意の局所適用のために用いることができ；特に、化粧品また
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は皮膚科学的組成物を形成することができる。特に、これは、皮膚、眼および／または付
属器のケア、クリーニングおよび／またはそれらからのメークアップ除去のために用いる
ことができる。
【００５６】
　本発明の他の目的は、上記で定義した化粧品組成物の皮膚、眼および／または付属器へ
の塗布を含む、皮膚、眼および／または付属器をクリーニングするおよびケアするための
化粧メークアップの除去のための方法である。
【００５７】
　本発明の好ましい一実施形態によれば、本組成物は、アイメークアップ除去組成物を構
成する。
【００５８】
　本発明の他の目的は、
ａ）イヌリン誘導体、リゾリン脂質、ポロキサマー、ポリプロピレングリコールブテスお
よび硬化ヒマシ油の誘導体を水、場合によっては保存剤と混合して、水相を得るステップ
と；
ｂ）特に、鉱油、植物油または合成油であり得る少なくとも１種の油を有する油相を得る
ステップと；
ｃ）ｂ）において得られた油相を、ａ）において得られた水相に投入して、エマルション
を得るステップと
を含む、上記で定義したような組成物を調製する方法である。
【００５９】
　本発明による方法の別の例には、直接２つのステップが含まれ得る。
【００６０】
　本発明による組成物の以下の例は、例示的な手段を示しており、決して限定的なもので
はない。例中の量は、別段言及されない限り、重量％として示される。
【実施例】
【００６１】
[実施例１]
乳化系の選択
ａ）次の原材料を、次の例において用いる。
－　ラウリルカルバミン酸イヌリン（グリセリンと混合した）：Ｉｎｕｔｅｃ　ＳＬ１（
登録商標）；
－　ＰＰＧ－２６－ブテス－２６およびＰＥＧ－４０硬化ヒマシ油の混合物：Ｓｏｌｕｂ
ｉｌｉｓａｎｔ　ＬＲＩ（登録商標）；
－　ポロキサマー１８４：Ｓｙｎｐｅｒｏｎｉｃ（登録商標）ＰＥ　Ｌ６４；
－　グリセリン（および）ダイズ種子エキス：Ｌｙｓｏｆｉｘ　Ｌｉｑｕｉｄ（登録商標
）；
－　ヤシアルカン（および）（カプリル酸／カプリン酸）ヤシアルキル：Ｖｅｇｅｌｉｇ
ｈｔ　１２１４ＬＣ（登録商標）；
－　カプリル酸／カプリン酸のトリグリセリド：Ｍｙｇｌｉｏｌ８１２Ｎ。
【００６２】
　次の配合物１～７を調製し、振り混ぜた後得られた起泡を評価する。配合物５および６
は、本発明による乳化剤のうちの３つを含み、配合物１～４および７は比較例である。
【００６３】
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【表１】

【００６４】
　これらの結果により、イヌリンの誘導体（Ｉｎｕｔｅｃ　ＳＬ１（登録商標））、リゾ
リン脂質（Ｌｙｓｏｆｉｘ　Ｌｉｑｕｉｄ（登録商標））およびポロキサマー（Ｓｙｎｐ
ｅｒｏｎｉｃ）の組み合わせは、他の組み合わせと異なり、非常にわずかに起泡する。
【００６５】
ｂ）配合物の安定性：
　次の表中の配合物８～１７を調製した。初期の配合物は、上記の表中の配合物５である
。配合物１３のみが、本発明に適合する。
【００６６】
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【表２】

【００６７】
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　次のとおりコメントした。
　初期の配合物では、振り混ぜた直後、透明な底および表面のエマルションは、わずかな
起泡とともに観察される。Ｄ＋１では、水相は、透明であるが、表面は、油性の浸出物の
外観を有する。
【００６８】
　他の配合物に関するコメントを次表に示す。
【００６９】
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【表３】

【００７０】
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　これらの結果によって、ポリプロピレングリコールブテスおよび硬化ヒマシ油の誘導体
を含み、本発明による配合物である、配合物１３が、泡がほとんどなく、水相が魅力的な
外観を有することを示す。これは、あまり泡がなく、安定している唯一の被験配合物であ
る。
【００７１】
[実施例２]
得られた組成物の安定性
　次の組成物１８～２８の安定性を評価する。
【００７２】
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【表４－１】

【００７３】
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【表４－２】

【００７４】
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【表４－３】

【００７５】
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　これらの結果によって、本発明による界面活性剤系および保存剤を含む組成物が、安定
であることが示される。
【００７６】
[実施例３]
組成物
　本発明による組成物を、次の成分で調製する（百分率は、全組成物の重量による）。
【００７７】
水　ｑｓｐ
０．７％ＮａＣｌ
７．２％グリセリン
２％グルコノラクトンおよび安息香酸ナトリウムおよびグルコン酸カルシウム（ＧＥＯＧ
ＡＲＤ　ＵＬＴＲＡ）
９．８％トリ（カプリル酸／カプリン酸）グリセリル（Ｍｙｇｌｉｏｌ　８１２Ｎ）
１０％水添ヤシ脂肪酸および（カプリル酸／カプリン酸）ヤシアルキル（ＶＥＧＥＬＩＧ
ＨＴ　１２１４　ＬＣ）
９．９８％イソヘキサデカン（Ｃｒｅａｓｉｌ　ＩＨＧＣ）
０．１％シメチコン（ＸＩＡＭＥＴＥＲ　ＡＣＰ－１５００）
１％ラウリルカルバミン酸イヌリンおよびグリセリン（ＩＮＵＴＥＣ　ＳＬ１）
３．５％グリセリンおよびダイズ種子エキス（ＬＹＳＯＦＩＸ　ＬＩＱＵＩＤ）
０．７％ポロキサマー１８４（ＳＹＮＰＥＲＯＮＩＣ　ＰＥ　Ｌ６４）
１％ＰＰＧ－２６－ブテス－２６　およびＰＥＧ４０硬化ヒマシ油（ＳＯＬＵＢＩＬＩＳ
ＡＮＴ　ＬＲＩ）
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